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のプロセスが観察されてきた  (S inc la i r  1992;  Par t ington  1993;  Lorenz  2002)  
Méndez-Naya  (2003)  は Hels inki  Corpusを使用し、 swi theの文法化について詳細に論じ
ているが、この語が強意用法の後に発達させる「迅速」の意味については特別に着目
していない。本研究では、古英語  (OE)  から初期近代英語  (EME)  にかけて強意語と
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 
1.  研究概要   
昨年度までの研究では、通時コーパスを使用した量的分析を通して、強意副詞であっ















動詞を修飾する強意副詞は動詞の degree  modi f ie r  of  verbs  (動詞の程度修飾語 )  と呼ば
れることが多い。強意語には段階性のない語を修飾する maximizerのタイプと、段階性
のある語を修飾する boos terの二つのタイプがある。現代英語では、例えば qui teなどが、
これら両方の性質をもち、修飾する動詞の種類や解釈のモードに応じて、このいずれ
かの役割を果たす (Diehl  2005)。 I  qui te  unders tandでは、 unders tandが段階性を持たない
動詞であるために、qui teは maximizerとして振舞い、 I  qui te  fancy  th i sでは、 f ancyが段階





3.  スケールと評価性  
評価的意味を多分に含む形容詞の場合、例えば、qui te  goodという表現は、文字通り「と
ても良い」という意味にもなるが、ニュアンスや文脈によって皮肉的な意味合いに転
じ、実際には話し手が評価対象に対して、否定的な評価を下している場合も多い。反
対に、イギリス英語では not  too  bad、アメリカ英語では not  hal f  badは、「結構いいね」
といった意味で広く知られる、肯定的な評価を表す表現である。 goodや badといった評
価的意味の強い語は、このように表現形式と意図される意味合いが、逆になって現わ
れることが多い。しかし、ここで重要なもう一つの点は、これらの表現が、 qui te ,  hal f ,  
tooといった程度副詞・強意語によって、修飾されているということである。  
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  MEDにおいて、強意副詞である muchは、 comen  (wenden)  as  much  といった表現で、





 これは、 MEに特異な要素ではなく、 Bol inger  (1972)  においても興味深い考察があ
る。 Bol inger  (1972)  では、 Why does  he  run  so  ( fas t )? ,  I  wish  you wouldn’ t  whisper  so  
(so f t l y ) ,  I t  s t i cks  so  ( t ight )  I  can’ t  ge t  i t  loose .  といった文において、括弧内の副詞が存
在しても、文意にほぼ差が生じないと説明している。それぞれの動詞が強意副詞 soに
より修飾される場合、 runであれば、強意される意味合いは  ‘ fas t ’  (速度 )  になり、
whisperの場合は、  ‘ sof t ly’  (より静かに囁く状態 )、そして s t ickであれば、 ‘ t i ght ’「粘
着度の強さ」であるということになる。  
  ここまで、移動動詞を強意副詞が修飾すると「速い」といった迅速の意味で解釈さ
れることを MEDと Bol inger  (1972)  の記述からみてきたが、強意と迅速の相関性を考え
るもう一つの視点として、 MEにおける強意副詞の一つである alsoに関する Mustanoja  
(1960)  の解説がある。Mustanoja  (1960)  では、強意副詞である also  (as )  は動作の速さ
や即時性を表す副詞のみを修飾したことが説明されている。例えば、bl ive ,  fas t ,  quick ,  
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